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平成２３年５月１３日付で総務省消防庁より公表のありました「消防隊員用個人防火

装備のあり方に関する検討会報告書（概要）」に示された、個人防火装備のガイドライ

ンに基づき、より快適性、運動性能等の機能を向上させようと、防火帽「しころレール」

を下記の通り考案しました。 

 

○現状の防火帽しころの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○改良後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しころが

開くこと

により視

界を確保 

耳より後ろにしこ

ろがスライドする

ことにより無線の

聴取がしやすくな

る。 

しころで

横方向の

視界が遮

られる 

しころが耳を覆い無

線の聴取に不自由を

感じる。また隊員間

の意思疎通が図りに

くい。 



「現状の防火帽の問題点」  

 火災出動時防火帽を被って出動するが、しころが邪魔で無線の内容が聞こえにくく、

しころによる視界不良のため緊急走行時の安全管理に問題がある。 

 しかしながら火災現場では安全管理上しころをつけての活動となるため、現場到着ま

での間しころを開けておき現場到着すればしころを閉められるような機器の考案にい

たりました。 

 

「機器の考案概要」 

 既存の防火帽のしころにこの「しころレール」を取り付けることにより耳付近のしこ

ろを開閉することができます。しころが開閉することにより今まで聞き取りづらかった

無線の聴取が容易になり、またしころによって視野角が制限されていたが視野角が広が

ることにより緊急走行時の安全管理に非常に有益になります。 

 レールのみの取り付けであるため既存の防火帽に取り付けることができ、作成コスト

も削減することができます。 

また材料にはフライパンのテフロン加工で知られている耐熱、耐薬品性の高いフッ素

樹脂を使用することにより既存の防火帽同様に使用することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作費は左右２つ製作で約１０００円程度 

 

 

 

しころを取り付けするボタン 

既存の防火帽に

取り付け可能 

ボタンの動く

レールを作成 



「考案の利点」 

１． 視野が広く、安全の確認が容易である。 

２． 耳の部分が解放されているため、指示が聞き取りやすい。 

３． 防火帽内に熱がこもることがなく、快適性に優れる。（熱中症等の予防） 

４． 操作が簡単である。 

５． 低コストで作成できる。 

６． 個人防火装備のガイドラインに遵守している。 


